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長野県の地質と自然災害の特徴
ー災害から何を学ぶかー

信州大学 小坂共栄

高等教育コンソーシアム信州 K3茶論

（２００９年６月１８日）

自然と共存し、命と財産をまもるために自然と共存し、命と財産をまもるために
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• まえおき

• １ 身近で起きる自然災害

• ２ フォッサマグナの生い立ちと諏訪・松本盆地

１）日本列島の中のフォッサマグナ

２）糸魚川－静岡構造線の実像、地震と断層

３）フォッサマグナの生い立ちと諏訪・松本盆地

• ３ 長野県の自然災害の癖を学ぶ

１）土砂災害の起きやすいところ、起きにくいところ

２）活断層と地震災害

• おわりに

自然と共存し、命と財産を守るために
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１ 身近で起きる自然災害（土砂災害、火山・地震
災害）

０）平成１８年７月豪雨災害
１）平成１６年秋台風による豪雨災害、浅間山噴火
２）平成１６年新潟中越地震災害
３）平成７・８年、小谷村豪雨災害、蒲原沢土石流災害
４）１９８５地附山地すべり災害
５）１９８４長野県西部地震と御岳山大崩壊
・
・
・
６）１８４７善光寺地震（M7.4)
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300m

1985年 長野市地附山地すべり災害
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１９９５年（平成７年）小谷村豪雨前線災害（大糸線北小谷駅の惨状）

１ 身近な自然災害
平成７・８年（１９９５／１９９６年）、小谷村をおそった土砂災害
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新しく架け替えられた新国界橋新しく架け替えられた新国界橋

8国道１９号線安庭付近で発生した地すべり（２００４）

9平成１６年新潟中越地震

10２００６岡谷土石流災害
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白州押し被せ断層

甲斐駒ヶ岳花崗岩（1100万年前）

教来石礫層（第四紀中部更新統）

ミニグランドキャニオンの糸魚川ー静岡構造線
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死者：およそ１万人死者：およそ１万人

被害分布図被害分布図 震度分布図震度分布図
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水内帯

津南ー松本線

古文書による善光寺地震の時の
崩壊箇所
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18281828年年

（文政（文政88年）年）

三条地震三条地震

（（M6.9M6.9））

死者死者 14431443人人

19271927年年

（昭和（昭和22年）年）

長岡関原地震長岡関原地震

（（M5.2M5.2））

死者死者 00

19611961年年

（昭和（昭和3636
年）年）

長岡震源長岡震源

（（M5.2M5.2））

死者死者 55人人

19641964年年

（昭和（昭和3939
年）年）

新潟地震新潟地震
（（M7.5M7.5））

粟島付近震源粟島付近震源

死者死者 2424人人

新潟県内の構造線・活断層の分布と地震活動
活断層の分布，地震活動は活断層研究会（1991）による

昔から知られた「昔から知られた「信濃川地震帯信濃川地震帯」」

新潟中越地震の震源
（平成１６年）

善光寺地震の震源（１８４７年）
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姫川流域はなぜ土砂災害が多発するのか？

平成７年豪雨災害直後の蒲原沢
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長野県の活断層長野県の活断層
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牛伏寺断層

断層崖断層崖
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19

専門家の役割
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糸魚川－静岡構造線中部の地震による震度予測糸魚川－静岡構造線中部の地震による震度予測
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自然と共存し、命と財産をまもるためには

１）自然の成り立ちを正しく理解する
生まれ育った大地、住んでいる土地に科学の目を向け
る

２）「自然災害」をよく知る
災害の素因と誘因を科学的な目で検証する
過去の災害事例に謙虚に学ぶ

３）「災害」をおそれる
自然の力を甘く見ない！

４）「自然災害」に備える（長期的戦略と短期的戦術）
「災害」は、忘れずにやってくる！
住民＋行政＋専門家共同で地域防災・ハザードマッ

プづくり
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長野県の自然災害研究・防災研究の拠点として
「信州大学自然災害科学研究会」

「山岳科学総合研究所」
どうぞ宜しくお願い致します


